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新作問題を通した探究的学びを考える
～問題から問題へ～

坂本 憲二

１．はじめに
リカレント教育における数学の役割は，生涯学習同様に

数学・算数の学び直しやスキルアップ，さらには数学的・

算数的事項について興味関心のあるものや深めたいものな

ど，学習者が学びたいと思った数学的事柄等を，「適時選

択」できる機会を提供できる環境がすでに準備されている

ことである。

生涯学習は趣味や生きがいのために学ぶことも含んでい
るが，リカレント教育は狭義には仕事を前提とした学びで，
仕事に直結する数学の知識・スキルが対象となる。

生涯学習
（狭義の）
リカレント教育

仕事に直結する数学としては，たとえば経営・マネジメ

ントに必要な数学ならば，微分積分・行列，確率・統計及

び確率・統計による認知，数理論理学の初歩，グラフ理論，

ゲーム理論などであるが，当然，理系の技術者にもこれら

は必須であろう。技術者はその他に各部門で必要な数学ト

ピックスがある。例えば電気・制御関係では複素解析での

計算方法やラプラス変換，他の分野でもベクトル解析，フー

リエ解析，微分方程式等々は必須であろう。

ところで，大学での学びに対しては，中央教育審議会答

申「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて

～生涯学び続け，主体的に考える力を育成する大学へ～」

（2012.8.28）においては，「生涯にわたって学び続ける力，

主体的に考える力を持った人材は，学生からみて受動的な

教育の場では育成することができない。従来のような知識

の伝達・注入を中心とした授業から，教員と学生が意思疎

要旨
リカレント教育における学びは，狭義には仕事を前提とした学び直しであり，仕事に直

結する知識・スキル等を対象とする。したがってリカレント教育における数学としても大

半は仕事に直結する数学の知識・スキルが対象となるため，たとえば経営・マネジメント

に必要な数学は何か，電気・制御関係に必要な数学は何かなどを考えると，専門性の高い

様々な数学の分野も含まれ，数学の習得状況レベルに応じたカリキュラムも準備しておく

必要がある。

しかし，そうした中，リカレント教育での学びにおいても，興味関心を高める学びとし

て探究的な学びが考えられる。なぜなら，学習者に「考えることは楽しい」と感じさせ，

「充実感を伴わせる学習」を重ねることを通じて，数学的な思考力・表現力を高め，さらに

は数学的論拠に基づいた判断ができる等の創造性の基礎を培うことが重要であるからであ

る。

ここでは，オリジナルの新作問題を題材として発展的な問題を作っていく過程を眺めな

がら，少しでも高等学校の初等数学から大学初年級及び高等数学にかけての数学に興味関

心を持っていただくことを狙いとして本稿を記すこととした。新作問題は，学習者として

理系の学部学科を卒業した社会人を想定したレベルの問題である。特に，新作２と新作２

－１や新作３，さらには新作４や新作４－１はより発展的な問題へと展開しているので，

学習者はその過程を眺めることで，さらには学習者自身が新たな問題を見つけ発展させて

いく探究活動への移行が考えられる。
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通を図りつつ，一緒になって切磋琢磨し，相互に刺激を与

えながら知的に成長する場を創り，学生が主体的に問題を

発見し解を見いだしていく能動的学修（アクティブ・ラー

ニング）への転換が必要である。」さらにそのために，「主

体的な学修時間の実質的増加・確保が必要である。」と述べ

られている。

この後，高大接続実現に向けた高・大教育及び大学入試

等の一体的改革に関する中央教育審議会答申（2014.12.22）

が出され，初等中等教育においてもアクティブラーニング

が行われるようになってきた。

このことは当然リカレント教育についても言えること

で，仕事上必要とされる数学の知識やスキルの習得に目が

向きがちであるが，重要なのは学習者がじっくりと時間を

かけ「なぜ？」を自問自答し自分で考え主体的に一歩一歩

理解していくことである。

2. 本稿の目的
リカレント教育での学びにおいても，興味関心を高める

学びとして「探究的な学び」が考えられる。なぜなら，学

習者に「考えることは楽しい」と感じさせ，「充実感を伴わ

せる学習」を重ねることを通じて，数学的な思考力・表現

力を高め，さらには数学的論拠に基づいた判断ができる等

の創造性の基礎を培うことが重要であるからである。

したがって，本稿における目的は，リカレント教育にお

ける数学として興味が湧くような問題及び解答を新たに作

成することである。また，問題のレベルとしては，リカレ

ント教育の学習者を大学の理系，技術系で学んだ方や数学

愛好者を想定した問題とする。

3. 新作問題
以下のすべての新作問題は，すべてオリジナルである。

予備知識を必要としない整数問題等が導入問題として考

えられる。

1
AB

1
BC

1
CA＋ =

を満たす整数 A,B,C を求めよ。

　ただし A,B,C は１～９の数字で，たとえば A ＝３,  

B ＝２のとき，AB は２桁の整数 32 であり，したがっ

て 
1

AB は，分数 
1
32  を表すものとする。

様々な解法が考えられると思われる。解答は略すが，

Ａ＝４，Ｂ＝２，Ｃ＝１　　Ａ＝８，Ｂ＝４，Ｃ＝２

の 2 組が解である。

次は，比較的取組み易い級数についての問題である。

任意の自然数ｍに対して次の級数の値も自然数（偶

数）となることを示せ。

n m
n2∑

∞

n=1

証明 f（ｍ）＝ n m
n2∑∞

n=1 　とおくと

 f（０）＝ 1
n2∑∞

n=1 　＝１ ･････････････（１）

いま，f（1）, f（2）,・・・・・, f（m-1） のすべてが偶数に確

定したと仮定しよう。

ここで， n m
n2∑  の第 N 項までの和を，ƒN（m） とすれば

　ƒN（m） ＝ n m
n2∑N

n=1  

＝ 
1
2 + n m

n2∑N
n=2  ･････････････（２）

両辺に 
1
2 をかけると

1
2 ƒN（m）  ＝ 

nm
n+12∑N

n=1  

＝ n2∑N
n=2
（n－1）m

+ 
mN

N+12  ･････････････（３）

したがって

（２）－（３）から
1
2 ƒN（m）  ＝ 

1
2 + ∑N

n=2 n2
nm（n－1）m－  － 

mN
N+12  

＝ ∑N
n=1 n2

nm（n－1）m－ － 
mN

N+12

ここで，

nm（n－1）m－  ＝ （－1）∑m
r=1

nm-rr－1 m
r）（

であるから，

1
2 ƒN（m）  ＝ （－1）

r－1 m
r）（∑ ∑N m

n=1 r=1
n2

nm－r

N+12
Nm

－   

＝ ∑N
n=1 n2

nm－r

N+12
Nm

－（－1）
r－1 m

r）（｛ ｝∑m
r=1  

よって，

Ｎ→∞とすれば　
1
2 ƒN（m）→ 

1
2 ƒ（m） , N+12

Nm

 →０

であるから，

　
1
2 ƒ（m）  ＝ ∑∞

n=1 n2
nm－r

（－1）
r－1 m

r）（｛ ｝∑m
r=1  

新作問題１

新作問題 2
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＝ （－1）∑m
r=1

r－1 m
r）（ ƒ（m－r）

ゆえに

ƒ（m） ＝ ２ （－1）∑m
r=1

r－1 m
r）（ ƒ（m－r）

がなりたつ。

したがって，（１）と仮定から，数学的帰納法により，

ƒ（m）は偶数である。■　　　　　　　　　　　　　　　
　

いくつか求めてみよう。

ƒ（1） ＝２・
1
1）（  ・ƒ（0） 

＝２・１・１ 

＝２

ƒ（2） ＝２・｛ ｝2
1）（ 2

2）（ƒ（1） ƒ（0）－  
＝２・（２・２－１・１） 
＝６

ƒ（3） ＝２・｛ ｝3
1）（ 3

2）（ 3
3）（ƒ（2） ƒ（1） ƒ（0）－ +  

＝２・（３・６－３・２ + １・１） 
＝ 26

ƒ（4） ＝２・｛ ｝4
1）（ 4

2）（ 4 4
3 4） ）（ （ƒ（3） ƒ（2） ƒ ƒ（1） （0）－ + －  

＝２・（４・26 －６・６ + ４・２－１・１） 
＝ 150

      

ƒ（5） ＝２・｛ ｝5
1）（ 5

2）（ 5 5
3 4） ）（ （ƒ（4） ƒ（3） ƒ ƒ（2） （1）－ + － 5

5）（ ƒ（0）+  
＝２・（５・150 － 10・26 + 10・６－５・２+ １・１） 
＝ 1062

ƒ（6） ＝２・｛ ｝6
1）（ 6

2）（ 6 6
3 4） ）（ （ƒ（5） ƒ（4） ƒ ƒ（3） （2）－ + － 6 6

5 6） ）（ （ƒ ƒ（1） （0）+ －  
＝２・（６・1062 － 15・150+20・26 － 15・６+ ６・６－１・１） 
＝ 9174

・・・・・・・・・・・・・・・・・

すなわち，

 ∑∞
n=1 n2

n   ＝ 12
1  + 22

2  + 32
3  + 42

4  + 52
5  +･････ 

＝２

 ∑∞
n=1 n2

n2
 ＝ 12

12

 + 22
22

 + 32
32

 + 42
42

 + 52
52

 +･････ 

＝６

 ∑∞
n=1 n2

n3
 ＝ 12

13

 + 22
23

 + 32
33

 + 42
43

 + 52
53

 +･････ 

＝ 26

 ∑∞
n=1 n2

n4
 ＝ 12

14

 + 22
24

 + 32
34

 + 42
44

 + 52
54

 +･････ 

＝ 150

 ∑∞
n=1 n2

n5
 ＝ 12

15

 + 22
25

 + 32
35

 + 42
45

 + 52
55

 +･････ 

＝ 1062

 ∑∞
n=1 n2

n6
 ＝ 12

16

 + 22
26

 + 32
36

 + 42
46

 + 52
56

 +･････ 

＝ 9174

・・・・・・・・・・・・・・・・・

　となるのである。

次に，この問題をさらに拡長した問題を考えてみる。

任意の自然数ｍに対して次の級数の値が自然数とな

るための実数 a（

<

０）の条件を求めよ。

nm
nα∑

∞

n=1

この級数をｍの関数とみて F（m）とおくと，問題１と同様にして

F（m） ＝ （－1）
r－1 m

r）（∑m
r=1 F（m－r）a－1

a

がなりたつ。

実際にｍが０～３のときの F（m）の値を a で表すと

F（0） ＝ a－1
1

F（1）  ＝ a－1
a × 1

1）（ ×F（0） 

＝ a
（a－1）2

F（2）  ＝ ｛ 2
1）（ 2

2）（F（1） F（0）－a－1
a ｝  

＝ ｝a－1
a｛ 2F（1） F（0）－   

＝ （a+1）a
（a－1）3

F（3）  ＝ ｝a－1
a｛ 3F（1） F（0）+3F（2）－  

＝ （a－1）4
（a +4a+1）a 2

新作問題 2－ 1
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となる。よって，a（

<

０）の値は，０ <  a <  ３の範囲

にあることがわかり，a を自然数に限定すれば題意を満た
す a の値は a ＝２のみである。また，a を実数に拡げると，

例えば，a ＝１+
1
m は明らかに条件を満たすが，筆者には，

まだ正数 a の満たすべき条件は不明である。

次の問題は，数学の得意な高校生に定評のある雑誌「大

学への数学」（東京出版）の《宿題》というコーナーで出題

された問題である。

《宿題》

ｎは自然数の定数で，ｘ，ｙは

　　　　　　
1
x + 

1
y <  

1
n  ,  x <ｙ

をみたす自然数とするとき， 
1
x + 

1
y　を最大とする自然

数ｘ，ｙの値を求めよ。

求める値は，x ＝ｎ + １，ｙ＝n + n + 12  であるが，と

ても手ごわい問題であったようである。同誌に載っていた

解答以外の，より本質的なオリジナルの解を次に示す。

≪解≫

x ＝ n+α（1 <α <  n）とすると，

　　1
y

1
n

1
x< －  ＝ 

α
n（n+α） ･･･････････････････（１）

この不等式をみたす 1y の最大値，つまり y の最小値を求

めると（１）より

　　 α
n（n+α）y < = α

n2
 + n ･･･････････････････（２）

であるから，（２）より，ガウス記号を用いて

　　y ＝ ][αn2
+ n + １

と表せる。
　さて，n は定数であるので，題意から，

　　1
n

－ ）（ 1
x

1
y

+  ･･･････････････････（３）

の最小値を与えるαを求めればよい。
よって

　（３） ＝　
1

n+α
1

][αn2 +n+1
1
n

－ + ）（  

＝　n（n+α）（ ][αn2 +n+1）
α ][αn2

－ n2 +α

ここで，

α が n2 の約数ならば，分子＝α （

<

１），

α が n2 の約数でなければ，１<  分子 <  α
であるから，ここで，

　ƒ（α）＝ （n+α）（α
n2

+ n + 1）
とおくと

　（３）　 

<

　
n（n+α）（α

n2
+ n + 1）

1  

＝　
1
n ×

1
ƒ（α）

ƒ '（α）<０でるから，α＝ 1 のとき 1
ƒ（α）

は 最小値をとる。

以上により，x ＝ｎ + １，ｙ＝ n + n + 12  である。■

この問題をさらに拡張したのが次の新作問題３である。

ｎは自然数の定数で，ai （i= １, ２,･･･,m） は，

     1
a1

1
a2

1
am

1
n+ + + ,・・・ < ai ai+1<

をみたす自然数とするとき， 1
a1

1
a2

1
am

+ + +・・・ を最

大とする自然数 ai （i ＝１, ２,･･･ ,m）の値を求めよ。

≪解≫

今までと同様の議論で，a0 = n

とすれば，　　　a i aµΠi－1
µ=0= + 1

である。■

次に，高等学校や大学初年級の初等数学の範囲外である

数学に関する問題に関しての材料を考えてみる。解くのに

は相当のレベルの高い数学が必要とされるがどのような問

題なのかを理解できる知識のレベルとしては初等数学の範

囲以内で十分理解できる問題である。このような問題とし

ては「整数論」に関する問題が考えられる。

ただし，たとえば，フェルマーの定理（イギリスのアン

ドリュ－・ワイルズによって完全に証明された）は，問題

が何を問うているのかは簡単にわかるが，ワイルズの証明

を理解するのには相当な高等数学の知識と能力が必要とさ

れ不可能である。n ＝ 3，4 以外の場合は，フェルマーの定

理は，「いじる」ことは困難と思われる。

したがって，初等数学の知識ないしそれよりほんの少し

だけ高いレベルで，いわゆる「高等数学」（高等学校の数学

新作問題 3
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は「初等数学」）の定理を「いじって」みて，そこから，思

いがけない不思議な結果が出れば大変面白いと思われる。

そのような問題を考えてみた。そのために，いくつかの

準備をする。　

数列｛an｝といった場合，anは自然数 n の関数であり，

この順序づけられた列において n 番目の数である。anの代

わりに ƒ（n）で表したりする。

さて，ここで自然数 n の代わりに素数 pn を考える。すな

わちƒ（n）の代わりにƒ（pn）を考えることとする。ただし 
pnは，素数の中で n 番目に小さい素数を表すものとする。

すなわち
p1 ＝２　p2 ＝ 3　p3 ＝ 5　p4 ＝ 7　p5 ＝ 11　p6 ＝ 13　p7 ＝

17　p8 ＝ 19・・・

である。

明らかにƒ（pn）は，順序付けられた｛ ƒ（pn） ｝にお
いて最初から n 番目の数である。

たとえば

数列 n
1｛ ｝は，１， 2

1 , 3
1 , 4

1 , 5
1 , 6

1 , 7
1 , 8

1 , 9
1 , 10

1 , 11
1 ,・・・ 

を表すが

数列 n
1｛ ｝p は， 2

1 , 3
1 , 5

1 , 7
1 , 11

1 , 13
1 , 17

1 , 19
1 , 23

1 , 31
1 ,・・・

を表している。

いま関数 ƒ（x） を　ƒ（x） ＝ x
1 　としたとき，

｛ƒ（n）｝は，｛１，2
1 , 3

1 , 4
1 , 5

1 , 6
1 , 7

1 , 8
1 ,・・・｝のことで

あり

｛ƒ（pn）｝は，｛ 2
1 , 3

1 , 5
1 , 7

1 , 11
1 , 13

1 , 17
1 , 19

1 ,・・・｝のこ

とである。

たとえば，このときの数列｛ƒ（pn）｝の第 7 項はƒ（pn）

＝ 17
1 である。

ここで，無限級数 ƒ（n）∑∞
n=1

と　無限級数 ƒ（pn）∑∞
n=1 　の

収束・発散について調べてみよう。

上で述べた ƒ（x） ＝ 1
xとしたときの二つの無限級数

n
1∑∞

n=1  と n
1
p∑∞

n=1  の収束・発散については，よく知られてい

るように

 n
1∑∞

n=1
= ∞　･･･ ①　　　 

n
1
p∑∞

n=1
= ∞　･･･ ②　

となり両方ともに発散する。

証明は，例えば①は高校数学の範囲内であり， ƒ（x）＝ 
1
xのグラフの x = 1 から x = n+1 までの有限範囲におい

て，横が１で縦が
1
x の矩形（長方形）の面積の和 = k

1∑nk=1   

が，このグラフと x = 1 ，x = n+1 ，x 軸とで囲まれる面

積＝∫ 1
x

n=1

1
dxよりも大きいこと示して，あとは n → ∞ と

すればよい。

②についての証明は， Euler が証明した。（いわゆるオイ

ラー積を使って証明する。②の結果からも素数が無限にあ

ることが示される。）この素数の逆数の和が無限大に発散す

る事実も有名である。

すなわち，

ƒ（n）∑∞
n=1 ＝１+ 2

1 + 3
1 + 4

1 + 5
1 + 6

1 + 7
1 + 8

1 +･････ も

ƒ（pn）∑∞
n=1 ＝ 2

1 + 3
1 + 5

1 + 7
1 + 11

1 + 13
1 + 17

1 + 19
1 +･････

も，ともに無限大に発散するのである。

ここで問題である。上記で説明したのは，「 ƒ（x）＝ 
1
x 

のときは，二つの無限級数 ƒ（n）∑∞
n=1  と ƒ（pn）∑∞

n=1  は，と

もに発散する」場合であった。

それに対し，「『　数列｛ ƒ（n） ｝による無限級数 ƒ（n）∑∞
n=1

が発散する』のに対して，『数列｛ ƒ（pn） ｝による無限級数

ƒ（pn）∑∞
n=1 が収束する』　ような 関数  ƒ（x） はあるのか？」

という疑問が当然出てくるであろう。

ここで必要となってくる事実が「高等数学」の範囲ではあ

るが，次の有名な定理である。

π（x） を，自然数 x を超えない素数の個数を表している

ものとする。このとき次の定理が成り立つ。

π（x）logx
xlim

x →∞  =  1  （　素数定理　）

これにより　　　　　

pn =nlogn + nloglogn + o（n） 

が成り立つことが知られている。

次 の 新 作 問 題 は， ƒ（n）∑∞
n=1 が 発 散 す る の に 対 し て，

ƒ（pn）∑∞
n=1 が収束するひとつの例である。

 次のことを示せ。ただし pnは n 番目の素数とする。

 ƒ（x） = xlogx
1  のとき ,

ƒ（n）∑∞
n=2

=∑∞
n=2

1
nlogn = ∞　　   であるが

ƒ（pn）∑∞
n=1 =∑∞

n=1
1

pn logpn
< ∞  　　である。

新作問題 4
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≪解≫

与えられた ƒ（x） に対して（divergence）と（convergence）

の頭文字をとって ƒ（n）∑∞
n=1

= D ， ƒ（pn）∑∞
n=1 .= C　とおく

ことにする。

pn =nlogn + nloglogn + o（n） > nlogn　より

C < ∑∞
n=2

1
nlogn｛log(nlogn)｝k  < ∑∞

n=2
1

n(logn)1+k  < ∞

一方，よく知られているように

D > ∑m
n=2

1
n(logn)k > dx

xlogxʃm+1
2  = [loglogx] m+1

2 　→ ∞　■

上記で示した証明の他に，イプシロン・デルタの方法で

も証明できる。本来はそのほうがより初等的であるが省略

する。

また，上記の証明は，問題４を拡張した次の問題の証明

にもなっている。

 ƒ（x） = 1
x(logx)k  のとき，

ƒ（n）∑∞
n=2 =∑∞

n=2
1

n(logn)k = ∞　（ k <_ 1 ）　　であるが

ƒ（pn）∑∞
n=1 =∑∞

n=2
1

pn (logpn )k < ∞ （ k>0 ） 　 である。

４．まとめ
数学の研究においては未解決の問題を解くことが大変重

要であり，また未解決の問題数は果てしなく多い。数学で

は重要な未解決問題がありその解決（証明結果）が数学全

般と関わりを持つようなものが重要な問題である。数学の

論文は，定義および定理と証明から成っている。他の学問

における所謂「検証」が数学では「証明」である。他の学

問の「検証」が時代や環境によって真から偽になる場合も

ありうるが数学の「証明」の場合は真と認められればほぼ

決定する。

ここでは新作問題として出しているが個々の問題に繋が

りが無いので定理として理論を展開することはしていな

い。しかし，新作２と新作２－１や新作３，さらには新作

４や新作４－１はより発展的な問題へと展開しているの

で，学習者はその過程を眺めることで，さらには学習者自

身が新たな問題を見つけ発展させていく探究活動への移行

も考えられる。

国際バカロレアでは，生徒自ら問題を見つけ研究し解決

していく学びを EE といい IBDP のコアとなる重要な科目

となっている。

このような学びは，志を同じくする課外活動でもみられる。

実際に，ある高等学校の部活動においては，このような

探究活動をして，素晴らしい実績を出しているところもあ

る。次の文章はこの高校の研究部の部長の言葉である。

「数理科学部では名前の通り，主に「数学」の研究，そし

てよい意味で「高校生らしくない」活動をしています。 

・・・・・・（中略）・・・・・・しかし，僕たちの「数学」

は，問題を自分たちで作り出しているため決まった答えが

ありません（わかりません）。数学の本当の面白さというの

は与えられた問題を解くことではなく，自分で新しい問題

を作りその問題を解くことだと考えています。高校生が数

学で新しい発見をすることは不可能と思われがちです。僕

も無理だと思っていたことがありますが，なんとかなるも

のです。実際に，今までに論文が専門誌に掲載されたり，

国際学会で研究発表を行ったりしています。」

リカレント教育においても主体的な学びである探究活動

は効果のあるものだと考える。

注）
１）同答申（2012.8.28）では学生が主体的に学修する力を確

実に身につけるために，学士課程教育の質的転換の必要

性及び主体的な学修の時間を担保する重要性を指摘し

ている。また，金子（2012）は主体的な学習を促すに

は，大切なのは自律的な学習時間であるとして基調講演

を行っている。

２）新作問題１はパズル関係問題も含め様々な書籍雑誌や

インターネット等で未だに掲載されていない。新作問題

２については，m が１のときのみ昭和 38 年の和歌山県

立医科大学の入試問題として出題されているが，当時の

「大学への数学臨時増刊日々の演習」には難問として掲

載されている。この２及び２－１の問題は基本的な級数

であるが「岩波数学公式Ⅱ」（岩波書店）や内田寅雄「級

数論」（槙書店）も含め級数に関わる書籍等またはイン

ターネット等には掲載されていない。新作問題３，４や

発展問題についても同様である。

３）有限問題なのでエクセル等でしらみつぶしに探してい

けば必ず見つかるが，できる限りエレガントな解をここ

では期待する。整数や比の条件から未知数の範囲を狭め

場合分けすれば解決する。エレガントな解としてはたと

えば A，B，C はこの順に減少する等比数列であること

を示し，（9，3，1），（8，4，2），（4，2，1）が候補に挙

がるが題意を満たすものは後の２組である，などいくつ

新作問題 4－ 1
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かの方法が考えられる。

４）新作問題４の結果は不思議である。なぜなら，「すべて

の自然数 n の逆数の和（調和級数）」と「すべての素数
pn の逆数の和」は両方ともに発散するという有名な数

学的事実があるからである。従ってこれもまたよく知ら

れている級数である「n log n の逆数の和」は発散する。

従って上記のアナロジーから当然「pn log pnの逆数の和」
も発散すると思われるが驚くことに発散せず収束する

のである。

５）EE（Extended Essay；課題論文）は IBDP（国際バカ

ロレアディプロマプログラム）で学ぶコア科目の一つで

ディプロマを取得するために不可欠である。研究の成果

を 4,000 語のエッセイとしてまとめ，生徒は校内の指導

教員の指導の下で選んだ話題について独立して研究・調

査を行う。EE は外部評価の対象で，TOK（知の理論）

と合わせて合計３点となり，IB ディプロマの総合得点

に加算される。目標は 4,000 字の英語の論文を書く力，

指導教官から Viva Voce という口頭試問を受ける力を

養うことで，生徒はどの科目でEEを書いてもよいがHL

（上級レベル）の科目でとることが望ましい。EE は IB

によって試験官として任命された外部評価者によって

評価される。

６）関西学院高等部数理科学部「部長のことば」（兵庫県西

宮市にある私立のキリスト教プロテスタント系小中高

大一貫校）
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